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介護保険
ポケットガイド

2024（令和6）年度

令和6年5月31日発行

高齢者の介護や高齢
者虐待などについて、
相談したい

神戸市総合コールセンター
☎333ー3330

8：00～21：00
（年中無休）

お住まいの各区役所・
北須磨支所 介護医療係
（北神区役所は市民課窓口係）
※電話番号はP19参照

お住まいの各区役所（支所）
保健事業・高齢福祉担当

あんしんすこやかセンター
※電話番号は「神戸ケアネット」をご参照ください

養介護施設従事者等による
高齢者虐待通報専用電話
☎322ー6774

兵庫県国民健康保険団体連合会
（介護サービス苦情相談窓口）
☎332ー5617

神戸市すまいの総合窓口
「すまいるネット」
☎647ー9900 Ⓕ647ー9912

神戸市福祉局監査指導部
（居宅・通所）☎322ー6326 Ⓕ322ー5771
（入所施設）☎322ー6242 Ⓕ322ー5771

神戸市消費生活センター
☎371ー1221

神戸市福祉局介護保険課
☎322ー6228 Ⓕ322ー6049

こうべオレンジダイヤル
☎262ー1717

事故救済制度専用コールセンター
☎0120ー259315

えがおの窓口 または あんしんすこやかセンター
※電話番号は「神戸ケアネット」をご参照ください

介護事業所・施設にお
ける利用者・入所者に
対する虐待について
相談したい

認知症について相談を
したい

認知症事故救済制度
について相談したい

契約トラブルについて
相談したい

上記以外の
お問い合わせ

住宅改修の施工業者の
情報などについて知り
たい

介護サービスの内容
や質に関する相談や
苦情がある

保険証と一緒に
保管してください

もくじ
介護保険のしくみ
保険料
介護保険サービスなどの利用の流れ
介護サービスを利用するときの
相談窓口

介護保険サービスの種類
介護保険サービスの利用者負担
利用者負担の軽減制度
お問い合わせ先

3
5
10

11

12
16
17
19

神戸市

介護保険制度についての相談・お問い合わせ先
内　　容

介護保険制度について
知りたい

要介護認定について
知りたい

要介護認定を受けた
いときや介護サービス
を利用したい

介護保険料や保険証、
減免制度について知り
たい

相談・問い合わせ先 受付時間

じこきゅうさいこうべ

平日
  8：45～12：00
13：00～17：15

平日
8：45～12：00
13：00～17：30

平日
8：45～12：00
13：00～17：30

平日
8：45～12：00
13：00～17：30

平日
9：00～17：00

平日
8：45～17：15

平日
9：00～17：00

10：00～17：00
（水・日曜、
祝日定休）

（電話の受付時間）

年中無休
24時間対応

平日
8：45～12：00
13：00～17：15

市外局番は全て「078」です。
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2 3

国
（25%）

■ 令和６年度　介護保険制度改正のポイント
令和６年４月から
●令和６年度～８年度（第９期）の介護保険料が決まりました。
●介護報酬が改定されました。これに伴って、サービスを利用
　した時の利用者負担の金額も変わりました。
　（ただし、訪問看護・訪問リハビリテーション・居宅療養管理指導・
　通所リハビリテーションは、令和６年６月から改定されます）
●福祉用具貸与の品目の一部について、購入することも可能と
　なりました。
●介護予防ケアプランの作成を、介護予防支援の指定を受け
　た一部の「えがおの窓口（指定居宅介護支援事業者）」に依頼
　することが可能となりました。
令和６年８月から

■ 神戸市の状況

●介護保険施設サービスを利用する時の居住費等の基準費用
　額が変わります。

　今後少子高齢化が進展する中でも、この介護保険制度が、豊か
で安心な老後を支えることができるよう、引き続きご理解とご協力
をお願いします。

介護サービスの
利用に向けて

保険料

利用者負担額

給付費

内訳

● 介護保険における給付費の財源の仕組み

65歳以上の
方の保険料
（23%）

国・県・神戸市加入者
（被保険者）

神戸市
（保険者）

介護サービス
提供事業者

公費

県

神戸市
（12.5%）

（12.5%）

（税金）
50%

保険料
50%

40歳～
64歳の方
の保険料
（27%）

介護保険のしくみ

　介護保険は、介護を必要とする高齢者や家族の負担を社会
全体で支え、介護が必要になっても、住み慣れた地域で、で
きるだけ自立した生活を送っていただくための制度です。

○「65歳以上の方」と「40歳～64歳の
方」の保険料負担率（23％：27％）は、
全国的な人口比率により法令で定め
られています。
○施設サービス等、一部のサービスにつ
いては、国が20％、県が17.5％の負担
割合になります。
○国の負担25％のうち5％分は「調整交
付金」といい、介護が必要になりやす
い75歳以上の高齢者や低所得の高齢
者が多い市町村の保険料が高くなり
すぎないように、市町村によって増減
します。調整交付金が増（または減）と
なった分は、65歳以上の方の保険料の
負担割合の減（または増）となります。

介護サービスを
利用するときに
費用の1割
（一定以上所得者は２
割または3割）を支払い

加入者が介護サービスを
利用したときに費用の9割
（一定以上所得者は８割または
7割）を支払い

約1,266億円 約1,387億円
約1,501億円

約901億円
約771億円

約644億円

約379億円

2003年度
（平成15年度）

2006年度
（平成18年度）

2009年度
（平成21年度）

2018年度
（平成30年度）

2021年度
（令和3年度）

2024年度
（令和6年度）

2000年度
（平成12年度）

介護や支援を必要とする方の数

介護保険にかかる費用

約66,100人
約59,400人

約50,900人

約26,000人

約88,200人 約92,700人
約96,800人

公費（税金）
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2 3

国
（25%）

■ 令和６年度　介護保険制度改正のポイント
令和６年４月から
●令和６年度～８年度（第９期）の介護保険料が決まりました。
●介護報酬が改定されました。これに伴って、サービスを利用
　した時の利用者負担の金額も変わりました。
　（ただし、訪問看護・訪問リハビリテーション・居宅療養管理指導・
　通所リハビリテーションは、令和６年６月から改定されます）
●福祉用具貸与の品目の一部について、購入することも可能と
　なりました。
●介護予防ケアプランの作成を、介護予防支援の指定を受け
　た一部の「えがおの窓口（指定居宅介護支援事業者）」に依頼
　することが可能となりました。
令和６年８月から

■ 神戸市の状況

●介護保険施設サービスを利用する時の居住費等の基準費用
　額が変わります。

　今後少子高齢化が進展する中でも、この介護保険制度が、豊か
で安心な老後を支えることができるよう、引き続きご理解とご協力
をお願いします。

介護サービスの
利用に向けて

保険料

利用者負担額

給付費

内訳

● 介護保険における給付費の財源の仕組み

65歳以上の
方の保険料
（23%）

国・県・神戸市加入者
（被保険者）

神戸市
（保険者）

介護サービス
提供事業者

公費

県

神戸市
（12.5%）

（12.5%）

（税金）
50%

保険料
50%

40歳～
64歳の方
の保険料
（27%）

介護保険のしくみ

　介護保険は、介護を必要とする高齢者や家族の負担を社会
全体で支え、介護が必要になっても、住み慣れた地域で、で
きるだけ自立した生活を送っていただくための制度です。

○「65歳以上の方」と「40歳～64歳の
方」の保険料負担率（23％：27％）は、
全国的な人口比率により法令で定め
られています。
○施設サービス等、一部のサービスにつ
いては、国が20％、県が17.5％の負担
割合になります。
○国の負担25％のうち5％分は「調整交
付金」といい、介護が必要になりやす
い75歳以上の高齢者や低所得の高齢
者が多い市町村の保険料が高くなり
すぎないように、市町村によって増減
します。調整交付金が増（または減）と
なった分は、65歳以上の方の保険料の
負担割合の減（または増）となります。

介護サービスを
利用するときに
費用の1割
（一定以上所得者は２
割または3割）を支払い

加入者が介護サービスを
利用したときに費用の9割
（一定以上所得者は８割または
7割）を支払い

約1,266億円 約1,387億円
約1,501億円

約901億円
約771億円

約644億円

約379億円

2003年度
（平成15年度）

2006年度
（平成18年度）

2009年度
（平成21年度）

2018年度
（平成30年度）

2021年度
（令和3年度）

2024年度
（令和6年度）

2000年度
（平成12年度）

介護や支援を必要とする方の数

介護保険にかかる費用

約66,100人
約59,400人

約50,900人

約26,000人

約88,200人 約92,700人
約96,800人

公費（税金）
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4 5

①65歳以上の方（第1号被保険者）
②40歳～64歳の方で医療保険（健康保険、国民健康保険
　など）に加入している方（第2号被保険者）
※法令により加入が義務付けられています

介護が必要になって要介護（要支援）認定の申請や介護予防・
生活支援サービス事業対象者（以下、事業対象者）の申請を
行うとき
介護保険サービスを利用するとき
その他各種申請・手続き（高額介護サービス費の支給申
請など）を行うとき

○

○
○

保険証を使うとき

介護保険の保険証（被保険者証）

65歳以上の方（第１号被保険者）の保険料介護保険に加入する方※

65歳以上の方全員にお渡しします。これから65歳になる
方には、65歳になる月の前月（1日生まれの方は、前々月）に、
本人あてに郵送します。
40歳～64歳の方で医療保険に加入している方は、お住

まいの区役所・北須磨支所の介護医療係（北神区役所は市
民課窓口係）で交付申請していただいた場合にお渡ししま
す。
記載内容に間違いがある場合や、ご
不明な点があれば、お住まいの区の
区役所・北須磨支所介護医療係（北神
区役所は市民課窓口係）にお問い合
わせください。

65歳以上の方の保険料は、神戸市で3年間に必要な
介護保険サービス費用の見込みから算出された「基
準額」をもとに定められています。令和6年～令和8年
度の基準額（第5段階の額）は、年額78,960円です。

※実際に納めていただく保険料は、10円未満は切捨てになります

本人の公的年金等の
収入金額　と合計所
得金額　の合計が80
万円以下

※1

※2

保険料の
決め方

保険料段階

第1段階
（基準額×0.235） 18,556円

34,348円

53,693円

71,064円

78,960円

90,804円

97,911円

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
市
民
税
課
税
者
が
い
る

本
人
が
市
民
税
非
課
税

第2段階
（基準額×0.435）

第3段階
（基準額×0.68）

第4段階
（基準額×0.9）

第5段階
（基準額×1）

第6段階
（基準額×1.15）

第7段階
（基準額×1.24）

1人あたりの
年間保険料対 　 象 　 者

本
人
が
市
民
税
課
税

生活保護受給者
老齢福祉年金受給者
（世帯全員が市民税非課税）

本人の公的年金等の
収入金額と合計所得
金額の合計が80万円
超120万円以下

本人の公的年金等の
収入金額と合計所得
金額の合計が80万円
以下
本人の公的年金等の
収入金額と合計所得
金額の合計が80万円
超

合計所得金額が
120万円未満

合計所得金額が
120万円以上190万
円未満

本人の公的年金等の
収入金額と合計所得
金額の合計が120万
円超
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4 5

①65歳以上の方（第1号被保険者）
②40歳～64歳の方で医療保険（健康保険、国民健康保険
　など）に加入している方（第2号被保険者）
※法令により加入が義務付けられています

介護が必要になって要介護（要支援）認定の申請や介護予防・
生活支援サービス事業対象者（以下、事業対象者）の申請を
行うとき
介護保険サービスを利用するとき
その他各種申請・手続き（高額介護サービス費の支給申
請など）を行うとき

○

○
○

保険証を使うとき

介護保険の保険証（被保険者証）

65歳以上の方（第１号被保険者）の保険料介護保険に加入する方※

65歳以上の方全員にお渡しします。これから65歳になる
方には、65歳になる月の前月（1日生まれの方は、前々月）に、
本人あてに郵送します。
40歳～64歳の方で医療保険に加入している方は、お住

まいの区役所・北須磨支所の介護医療係（北神区役所は市
民課窓口係）で交付申請していただいた場合にお渡ししま
す。
記載内容に間違いがある場合や、ご
不明な点があれば、お住まいの区の
区役所・北須磨支所介護医療係（北神
区役所は市民課窓口係）にお問い合
わせください。

65歳以上の方の保険料は、神戸市で3年間に必要な
介護保険サービス費用の見込みから算出された「基
準額」をもとに定められています。令和6年～令和8年
度の基準額（第5段階の額）は、年額78,960円です。

※実際に納めていただく保険料は、10円未満は切捨てになります

本人の公的年金等の
収入金額　と合計所
得金額　の合計が80
万円以下

※1

※2

保険料の
決め方

保険料段階

第1段階
（基準額×0.235） 18,556円

34,348円

53,693円

71,064円

78,960円

90,804円

97,911円

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
市
民
税
課
税
者
が
い
る

本
人
が
市
民
税
非
課
税

第2段階
（基準額×0.435）

第3段階
（基準額×0.68）

第4段階
（基準額×0.9）

第5段階
（基準額×1）

第6段階
（基準額×1.15）

第7段階
（基準額×1.24）

1人あたりの
年間保険料対 　 象 　 者

本
人
が
市
民
税
課
税

生活保護受給者
老齢福祉年金受給者
（世帯全員が市民税非課税）

本人の公的年金等の
収入金額と合計所得
金額の合計が80万円
超120万円以下

本人の公的年金等の
収入金額と合計所得
金額の合計が80万円
以下
本人の公的年金等の
収入金額と合計所得
金額の合計が80万円
超

合計所得金額が
120万円未満

合計所得金額が
120万円以上190万
円未満

本人の公的年金等の
収入金額と合計所得
金額の合計が120万
円超
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6 7

【対象】

普通徴収

保険料のお知らせ・納付

保険料は前年の所得などをもとに算定し、6月に「介護保険
料のお知らせ（納入通知書）」を郵送します。
○年度の途中で新たに第1号被保険者の資格を取得された場合や、保
険料段階が変わった場合は、6月以外にもお知らせを郵送します。

○年金支払月（4・6・8・10・12・2月）に年金から引き去りさ
れます。
○年度途中に市外から転入された方や65歳になられた方
は、一定期間、普通徴収で納めていただいた後、年金から
の引き去りが始まります。

年金から引き去りされます特別徴収
【対象】老齢・退職・障害・遺族年金が年額18万円以上の方

第8段階
（基準額×1.47）

第9段階
（基準額×1.675）

第10段階
（基準額×1.8）

第11段階
（基準額×1.9）

第12段階
（基準額×2.2）

第13段階
（基準額×2.35）

第14段階
（基準額×2.6）

第15段階
（基準額×2.85）

116,072円

132,258円

142,128円

150,024円

173,712円

185,556円

205,296円

225,036円

合計所得金額が
190万円以上290万
円未満

合計所得金額が
290万円以上400万
円未満

合計所得金額が
400万円以上500万
円未満

合計所得金額が
500万円以上600万
円未満

合計所得金額が
600万円以上700万
円未満

合計所得金額が
700万円以上800万
円未満

合計所得金額が
800万円以上1,000
万円未満

合計所得金額が
1,000万円以上

※1　公的年金等の収入金額とは、老齢年金などの課税対象となる年金収入を
いい、障害・遺族年金などの非課税となる年金収入は含まれません。

※2　合計所得金額とは、収入金額から必要経費を控除した所得金額の合計額
で、「基礎控除」「配偶者控除」「社会保険料控除」「医療費控除」などの
所得控除前の金額です。株式譲渡所得など申告分離課税の所得金額を含
み、退職所得、雑損失、繰越損失は含みません。土地建物等の譲渡所得
に特別控除がある場合は、特別控除額を差し引いて算定します。

※注　第１～第５段階については、※2で計算した合計所得金額を、給与所得及
び公的年金等に係る雑所得金額の合計から10万円を控除（ただし、控除
後、合計額が0円を下回る場合は0円とする）した額で算定し直します。さ
らに、租税特別措置法第四十一条の三の三第二項に定める所得金額調整
控除額を加え、そこから公的年金等に係る雑所得金額を差し引いて算定
します。

保険料のお知らせ

保険料の納め方は特別徴収と普通徴収の2種類
どちらの納め方になるかは法令等で定められており、被保険者が選
択することはできません。

（複数の年金がある場合はひとつの年金が18万円以上）

金融機関・コンビニエンスストア・スマホアプリ
などで納めていただきます

老齢・退職・障害・遺族年金が年額18万円未満の方
○年間保険料を6月から翌年3月までの毎月（年10回）に分
けて納めていただきます。

<よくある質問>
Q.保険料はいつから納めるの？
A.神戸市の第1号被保険者になった日（神戸市へ転入し
た日・65歳の誕生日の前日）の属する月の分から、保
険料を負担していただきます。最初の納付時期は第1
号被保険者になった日の属する月の翌月（翌月が4·5
月の場合は6月）です。
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【対象】

普通徴収

保険料のお知らせ・納付

保険料は前年の所得などをもとに算定し、6月に「介護保険
料のお知らせ（納入通知書）」を郵送します。
○年度の途中で新たに第1号被保険者の資格を取得された場合や、保
険料段階が変わった場合は、6月以外にもお知らせを郵送します。

○年金支払月（4・6・8・10・12・2月）に年金から引き去りさ
れます。
○年度途中に市外から転入された方や65歳になられた方
は、一定期間、普通徴収で納めていただいた後、年金から
の引き去りが始まります。

年金から引き去りされます特別徴収
【対象】老齢・退職・障害・遺族年金が年額18万円以上の方

第8段階
（基準額×1.47）

第9段階
（基準額×1.675）

第10段階
（基準額×1.8）

第11段階
（基準額×1.9）

第12段階
（基準額×2.2）

第13段階
（基準額×2.35）

第14段階
（基準額×2.6）

第15段階
（基準額×2.85）

116,072円

132,258円

142,128円

150,024円

173,712円

185,556円

205,296円

225,036円

合計所得金額が
190万円以上290万
円未満

合計所得金額が
290万円以上400万
円未満

合計所得金額が
400万円以上500万
円未満

合計所得金額が
500万円以上600万
円未満

合計所得金額が
600万円以上700万
円未満

合計所得金額が
700万円以上800万
円未満

合計所得金額が
800万円以上1,000
万円未満

合計所得金額が
1,000万円以上

※1　公的年金等の収入金額とは、老齢年金などの課税対象となる年金収入を
いい、障害・遺族年金などの非課税となる年金収入は含まれません。

※2　合計所得金額とは、収入金額から必要経費を控除した所得金額の合計額
で、「基礎控除」「配偶者控除」「社会保険料控除」「医療費控除」などの
所得控除前の金額です。株式譲渡所得など申告分離課税の所得金額を含
み、退職所得、雑損失、繰越損失は含みません。土地建物等の譲渡所得
に特別控除がある場合は、特別控除額を差し引いて算定します。

※注　第１～第５段階については、※2で計算した合計所得金額を、給与所得及
び公的年金等に係る雑所得金額の合計から10万円を控除（ただし、控除
後、合計額が0円を下回る場合は0円とする）した額で算定し直します。さ
らに、租税特別措置法第四十一条の三の三第二項に定める所得金額調整
控除額を加え、そこから公的年金等に係る雑所得金額を差し引いて算定
します。

保険料のお知らせ

保険料の納め方は特別徴収と普通徴収の2種類
どちらの納め方になるかは法令等で定められており、被保険者が選
択することはできません。

（複数の年金がある場合はひとつの年金が18万円以上）

金融機関・コンビニエンスストア・スマホアプリ
などで納めていただきます

老齢・退職・障害・遺族年金が年額18万円未満の方
○年間保険料を6月から翌年3月までの毎月（年10回）に分
けて納めていただきます。

<よくある質問>
Q.保険料はいつから納めるの？
A.神戸市の第1号被保険者になった日（神戸市へ転入し
た日・65歳の誕生日の前日）の属する月の分から、保
険料を負担していただきます。最初の納付時期は第1
号被保険者になった日の属する月の翌月（翌月が4·5
月の場合は6月）です。
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8 9

保険料の滞納にご注意ください

介護保険は、支え合い・助け合いの制度として、被保険者
のみなさんに保険料をご負担いただく社会保険です。保険
料を滞納されますと、滞納期間に応じて次のような措置（給
付制限）がとられます。
※滞納保険料には延滞金が加算されます
※滞納が続くと、財産の差押えなどの滞納処分を受ける場合があります

介護保険サービスの費用をいったん全額自己負担してい
ただき、後ほど申請して9割（または8～6割）分の払い戻しを
受けることになります。

保険料を1年以上滞納すると

払い戻しされる額のうち、滞納保険料相当額の支払いが
「一時差し止め」られ、以降も保険料を納付しない場合は、滞
納保険料に充当されます。

保険料を1年6か月以上滞納すると

介護保険サービスを利用する際の負担割合が通常1割ま
たは2割の方は、未納期間に応じ3割、通常3割の方は未納期
間に応じ4割となる措置（給付額減額）がとられます。さらに、
高額介護サービス費の支払いおよび食費・居住費（滞在費）
の負担軽減を受けることができません。
現在、サービスを利用していない方でも、将来的にサービ

スを利用する際に3割または4割の自己負担となります。

保険料を2年以上滞納すると

保険料段階が第 1 ～ 3 段階
で、生活が困窮している方

保険料段階が第 4～ 15 段階
で、失業・退職などにより本人
や家族の所得が大幅に減少す
る方

刑事施設などに収監された方
収監期間に応じて
保険料の全額を
免除

所得減少の度合い
などに応じて、保
険料の1 .2割～
8.89割を減額

保険料の減免制度

該当すると思われる方は、お住まいの区役所・北須磨支所介
護医療係（北神区役所は市民課窓口係）にご相談ください。

減免の対象となる方 減免の内容

災害により被害を受けた方

保険料段階が第 2 · 3段階の
「神戸市在日外国人等福祉給
付金」受給者

第1段階の半額の
保険料相当額に減額
又は
第1段階の保険料
相当額に減額

被害の程度に応
じて、保険料の3割
から10割を減額

第1段階の保険料
相当額に減額
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8 9

保険料の滞納にご注意ください

介護保険は、支え合い・助け合いの制度として、被保険者
のみなさんに保険料をご負担いただく社会保険です。保険
料を滞納されますと、滞納期間に応じて次のような措置（給
付制限）がとられます。
※滞納保険料には延滞金が加算されます
※滞納が続くと、財産の差押えなどの滞納処分を受ける場合があります

介護保険サービスの費用をいったん全額自己負担してい
ただき、後ほど申請して9割（または8～6割）分の払い戻しを
受けることになります。

保険料を1年以上滞納すると

払い戻しされる額のうち、滞納保険料相当額の支払いが
「一時差し止め」られ、以降も保険料を納付しない場合は、滞
納保険料に充当されます。

保険料を1年6か月以上滞納すると

介護保険サービスを利用する際の負担割合が通常1割ま
たは2割の方は、未納期間に応じ3割、通常3割の方は未納期
間に応じ4割となる措置（給付額減額）がとられます。さらに、
高額介護サービス費の支払いおよび食費・居住費（滞在費）
の負担軽減を受けることができません。
現在、サービスを利用していない方でも、将来的にサービ

スを利用する際に3割または4割の自己負担となります。

保険料を2年以上滞納すると

保険料段階が第 1 ～ 3 段階
で、生活が困窮している方

保険料段階が第 4～ 15 段階
で、失業・退職などにより本人
や家族の所得が大幅に減少す
る方

刑事施設などに収監された方
収監期間に応じて
保険料の全額を
免除

所得減少の度合い
などに応じて、保
険料の1 .2割～
8.89割を減額

保険料の減免制度

該当すると思われる方は、お住まいの区役所・北須磨支所介
護医療係（北神区役所は市民課窓口係）にご相談ください。

減免の対象となる方 減免の内容

災害により被害を受けた方

保険料段階が第 2 · 3段階の
「神戸市在日外国人等福祉給
付金」受給者

第1段階の半額の
保険料相当額に減額
又は
第1段階の保険料
相当額に減額

被害の程度に応
じて、保険料の3割
から10割を減額

第1段階の保険料
相当額に減額
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介護保険の利用に関する相談
高齢者虐待や消費者被害等の相談
介護予防に関する相談など

　あんしんすこやかセンターは神戸市が
設置する高齢者の介護などに関する相談
窓口です。
また、要支援の方や支援が必要になる
おそれのある方が介護保険サービスを使
えるように調整します。
お住まいの地域により担当するセンターが決まって
います。

あんしんすこやかセンター、えがおの窓口の問い合わせ先は「神
戸ケアネット」をご参照ください。

介護サービスを利用するときの
相談窓口介護保険サービスを利用するためには、まずは申請して、

「介護や支援が必要である」との認定を受けることが必要
です。要介護度は、介護の必要性に応じて「要介護1~5」
「要支援1·2」があります。
※総合事業のサービス(P14.15)のみ利用の場合は、基本チェックリスト
　により「事業対象者」に該当した方も利用できます

①要介護（要支援）認定の申請

②
主治医
意見書

②
認定
調査

③介護認定審査会

④認定・結果通知

⑤ケアプラン（サービス利用計画）の作成

⑥サービスの利用

30
日
程
度

まずは、「えがおの窓口」「あんしんすこやかセンター」や
区役所（支所）保健事業・高齢福祉担当にお問い合わせくだ
さい。

交通事故など第三者による行為が原因で、介護保険サー
ビスを利用する場合や、サービスを追加する場合は、利用
手続以外に「第三者行為による傷病届」等の書類の提出が
必要です。お住まいの区役所・北須磨支所介護医療係（北
神区役所は市民課窓口係）にお問い合わせください。

交通事故にあわれた方

あんしんすこやかセンター（地域包括支援センター）

えがおの窓口（指定居宅介護支援事業所）

えがおの窓口は、介護が必要な方（主
に要介護の方）が介護保険サービスを
適切に利用できるよう、様々な手続きや
連絡調整を行う事業者です。 介護保険

えがおの窓口

主
な
業
務

介護保険サービスなどの利用の流れ
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10 11

介護保険の利用に関する相談
高齢者虐待や消費者被害等の相談
介護予防に関する相談など

　あんしんすこやかセンターは神戸市が
設置する高齢者の介護などに関する相談
窓口です。
また、要支援の方や支援が必要になる
おそれのある方が介護保険サービスを使
えるように調整します。
お住まいの地域により担当するセンターが決まって
います。

あんしんすこやかセンター、えがおの窓口の問い合わせ先は「神
戸ケアネット」をご参照ください。

介護サービスを利用するときの
相談窓口介護保険サービスを利用するためには、まずは申請して、

「介護や支援が必要である」との認定を受けることが必要
です。要介護度は、介護の必要性に応じて「要介護1~5」
「要支援1·2」があります。
※総合事業のサービス(P14.15)のみ利用の場合は、基本チェックリスト
　により「事業対象者」に該当した方も利用できます

①要介護（要支援）認定の申請

②
主治医
意見書

②
認定
調査

③介護認定審査会

④認定・結果通知

⑤ケアプラン（サービス利用計画）の作成

⑥サービスの利用

30
日
程
度

まずは、「えがおの窓口」「あんしんすこやかセンター」や
区役所（支所）保健事業・高齢福祉担当にお問い合わせくだ
さい。

交通事故など第三者による行為が原因で、介護保険サー
ビスを利用する場合や、サービスを追加する場合は、利用
手続以外に「第三者行為による傷病届」等の書類の提出が
必要です。お住まいの区役所・北須磨支所介護医療係（北
神区役所は市民課窓口係）にお問い合わせください。

交通事故にあわれた方

あんしんすこやかセンター（地域包括支援センター）

えがおの窓口（指定居宅介護支援事業所）

えがおの窓口は、介護が必要な方（主
に要介護の方）が介護保険サービスを
適切に利用できるよう、様々な手続きや
連絡調整を行う事業者です。 介護保険

えがおの窓口

主
な
業
務

介護保険サービスなどの利用の流れ
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「要支援1・2  」「要介護1~5」の方が利用できるサービス

介護保険サービスの種類

各サービスの詳しい内容については、あんしんすこ
やかセンター等にお問い合わせください。

※

※要支援1・2の方は一部ご利用いただけないサービスがあります。

自宅で利用するサービス

短期間入所して利用するサービス

その他のサービス

●訪問介護（ホームヘルプサービス）
要支援1·2の方は総合事業(P14)

●夜間対応型訪問介護

●訪問入浴介護
●訪問看護

●訪問リハビリテーション
●居宅療養管理指導

要介護1~5の方のみ

要介護1~5の方のみ

要支援1の方はご利用いただけません

●定期巡回・随時対応型訪問介護看護
要介護1~5の方のみ

●通所介護（デイサービス）

●地域密着型通所介護

●認知症対応型通所介護
●通所リハビリテーション（デイケア）

要支援1·2の方は総合事業(P14)

要介護1~5の方のみ

施設に通って利用するサービス

●短期入所生活介護（ショートステイ）
●短期入所療養介護（ショートステイ）

●福祉用具貸与
●特定福祉用具販売
●住宅改修
●特定施設入居者生活介護（有料老人ホームなど）
●小規模多機能型居宅介護
●認知症対応型共同生活介護（グループホーム）

●看護小規模多機能型居宅介護

新規入所は、原則「要介護3~5」と認定された方
●介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

●介護老人保健施設（老人保健施設）
●介護医療院

「要介護1~5」の方が利用できるサービス

施設サービス（介護保険施設）
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いつまでも生きがいや役割を持って、
素敵な人生を送るコツ、それが「介護
予防」です。介護予防について、お知
りになりたい方は「介護予防・フレイ
ル予防応援サイト」へ

また、地域にはサロン、体操教室等自主的に運営され
ている気軽に立ち寄れるつどいの場があります。詳細に
ついては、あんしんすこやかセンターにお問い合わせく
ださい。

地域福祉センターや集会所などで、週１回程度、介護
予防につながる活動をしています。体操やレクリエー
ション、給食、専門職による介護予防講座等、様々なメ
ニューを提供しています。

●地域拠点型一般介護予防事業

●KOBEシニア元気ポイント
介護施設などで花の水やりや掃除・
消毒などをすると、換金できるポイ
ントがもらえる制度。説明会への参
加が必要です。詳細についてお知り
になりたい方は
【問】KOBEシニア元気ポイント事務局（☎335-6543）

「要支援1・2」「事業対象者」の方が利用できるサービス

　市町村が地域の実情に応じた取組みができる「介護
予防・日常生活支援総合事業（総合事業）」を実施して
います。
　総合事業の訪問型・通所型サービスは、要支援1·2 
の方に加えて、あんしんすこやかセンターで実施する
基本チェックリスト(※1)により、「事業対象者(※2)」に
該当した方もご利用いただけます。
要介護認定の結果が非該当の方も、基本チェックリストを
受けることができます。

生活機能等の状態を確認する25項目の質問票

基本チェックリストについては、あんしんすこやかセンター
にご相談ください。

※1 基本チェックリストとは…

※2 事業対象者とは…
基本チェックリストにより、生活機能等の低下がみ
られた方

●介護予防訪問サービス
ホームヘルパーが自宅を訪問し、身体介護や生活の援助を行います。

●生活支援訪問サービス
市の定める研修を修了した方等が自宅を訪問し、生活の援助を行います。

●住民主体訪問サービス

自宅で利用するサービス
（総合事業の訪問型サービス）

NPO法人等のボランティアにより、掃除、買い物等の生活の援助を
提供します。
※要介護１～５の方でも、事業対象者、要支援1·2のときから継
続して利用される場合は対象（住民主体訪問サービスに限る）

施設に通って利用するサービス
（総合事業の通所型サービス）

●フレイル改善通所サービス
フレイル改善のための栄養（食・ロ腔）、運動、社会参加をバランス
よく取り入れた6か月間のプログラムを提供します。

●介護予防通所サービス
デイサービスセンター等で、食事の提供、機能訓練等を提供します。

65歳以上の高齢者の方が利用できるサービス

一般介護予防事業

介護予防とは
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介護保険サービスの利用者負担

負
担
割
合
証

サービスを利用したときの利用者負担
介護保険サービスを利用したときは、原則としてサービス

にかかった費用の1割（または2・3割）を利用者が負担します。
残りの9割（または8・7割）は、保険者（神戸市）が事業者に支
払います。なお、施設サービスを利用する際等の食費・居住
費・日常生活費等は、原則として利用者が負担します。

介護保険の負担割合証

負担割合が記載された負担割合
証が発行されます。
介護保険のサービスを利用すると

きには、保険証（被保険者証）ととも
に負担割合証の提示が必要です。

負担割合の判定基準について

※1　合計所得金額とは、収入金額から必要経費を控除した所得金額の合計額で、「基礎控
除」「配偶者控除」「社会保険料控除」「医療費控除」などの所得控除前の金額です。株
式譲渡所得など申告分離課税の所得金額を含み、雑損失、繰越損失は含みません。
なお、介護保険の負担割合の判定では、給与所得及び公的年金等に係る雑所得金
額の合計から10万円控除（ただし、控除後、合計額が0円を下回る場合は0円とす
る）した額で合計所得金額を算定し直し、土地建物等の譲渡所得に係る特別控除が
ある場合は、さらに特別控除額を差し引いて算定します。

※2　P６参照
※3　※1に租税特別措置法第四十一条の三の三第二項に定める所得金額調整控除額を

加え、そこから公的年金等に係る雑所得金額を差し引いて算定します。

下記以外の方 1割

2割

3割

第1号被保険者本人が市民税を課税されており、
その合計所得金額※1が160万円以上で、
本人と世帯内の他の第1号被保険者の「公的年金等の収入金額※2」と「そ
の他の合計所得金額※3」を合算した額が346万円以上（世帯内に他の第1
号被保険者がいない場合は280万円以上）の方

第1号被保険者本人が市民税を課税されており、
その合計所得金額※1が220万円以上で、
本人と世帯内の他の第1号被保険者の「公的年金等の収入金額※2」と「そ
の他の合計所得金額※3」を合算した額が463万円以上（世帯内に他の
第1号被保険者がいない場合は340万円以上）の方

詳しくは、お住まいの区役所・北須磨支所介護医療係（北
神区役所は市民課窓口係）にご相談ください。

１か月ごとの利用者負担の合計額が一定の上限を超え
るときには、申請により「高額介護サービス費」としてその超
えた額が支払われます。（同じ世帯に複数の利用者がいる場
合には、世帯の合計額となります。）

同じ世帯内で介護保険と医療保険の両方を利用するこ
とによって自己負担が高額になったときは、双方の自己負
担額を年間（毎年8月分～翌年7月分まで）で合算し、申請
により、限度額を超えた額が支払われます。

利用者負担の軽減制度

高額な利用者負担の軽減

利用者負担額が高額になった場合の一部払戻し

<高額介護サービス費の利用者負担上限額（月額）>
対象者 利用者負担上限額

(1) 生活保護受給者

①本人の公的年金等の収入金額とその他の
　合計所得金額の合計が80万円以下の方

個人 15,000円
世帯 24,600円

個人 15,000円

世帯 44,400円

世帯 93,000円

世帯 140,100円

②老齢福祉年金受給者

(2) 世帯全員が市民税非課税の方

(3)世帯に市民税課税の方がおり、世帯の中
で最も所得が高い第1号被保険者の課税
所得が380万円未満（年収が約770万円
未満）の方

(4)世帯の中で、最も所得が高い第1号被保
険者の課税所得が380万円以上690万
円未満（年収が約770万円～約1,160万
円未満）の方

(5)世帯の中で、最も所得が高い第1号被保
険者の課税所得が690万円以上（年収が
約1,160万円以上）の方

第2号被保険者のみの世帯の利用者負担上限額は、(1)~(3)のいずれかとなります。

介護と医療の負担が高額になった場合の一部払戻し
（高額医療•高額介護合算制度）
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※デイサービスや、有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅、ケアハウス、
グループホーム、（看護）小規模多機能型居宅介護は対象外です
※世帯分離していても配偶者の所得が勘案されます。また、預貯金等についても
勘案され、各段階に応じて定められた資産要件以下の金額であることが要件に
なります

※段階の判定時には、遺族年金・障害年金といった非課税年金も勘案されます。

第2段階の方 650万円以下
第3段階①の方 550万円以下
第3段階②の方 500万円以下
40歳～64歳（第2号被保険者）の方 1,000万円以下

【配偶者がいる場合】
左記の金額に対し、
一律に1,000万円を
加算した金額になり
ます。｝

335－7511（代表）

841－4131（代表）東灘区役所

灘区役所

中央区役所

兵庫区役所

北区役所

北神区役所

長田区役所

須磨区役所

北須磨支所

垂水区役所

西区役所

神戸市の介護保険のホームページ
（神戸ケアネット）
https://www.city.kobe.lg.jp/a46210/
kenko/fukushi/carenet/index.html

市外局番は全て「078」です。

843－7001（代表）

511－2111（代表）

593－1111（代表）

981－5377（代表）

579－2311（代表）

731－4341（代表）

708－5151（代表）

940－9501（代表）

保険年金医療課 793－1212
（保険料・被保険者証については）

受付時間：平日8:45~12:00、13:00~17:15

保健福祉課 793－1313
（要介護認定については）

世帯全員が市民税非課税の方や生活保護を受けてお
られる方は、施設入所・ショートステイにかかる食費・居住
費について、申請により負担が軽減されます。

社会福祉法人等が提供する①ホームヘルプサービス、
②デイサービス、③ショートステイ、④特別養護老人ホー
ム等について、一定の要件を満たす場合、申請により、負
担が軽減されます。

所得の低い方の軽減

介護保険施設を利用している方の食費・居住費の軽減

生計困難な方等に対する利用者負担の軽減

<食費•居住費（滞在費）の負担限度額（日額）>（令和6年8月～）

①生活保護等受給の方
②老齢福祉年金受給者で世帯
　全員が市民税非課税の方

300円 0～880円

430～880円

430～1,370円

430～1,370円

390円
施設入所　

ショートステイ利用
600円

650円
施設入所　

ショートステイ利用
1,000円

1,360円
施設入所　

ショートステイ利用
1,300円

1

2

3

3

①

②

世帯全員が市民税非課税で、
本人の年金収入額とその他
の合計所得金額の合計が80
万円以下の方
世帯全員が市民税非課税で、
本人の年金収入額とその他
の合計所得金額の合計が80
万円超120万円以下の方
世帯全員が市民税非課税で、
本人の年金収入額とその他
の合計所得金額の合計が
120万円超の方

対象者 食費 居住費・
滞在費（部屋代）

段
階

区 役 所 電話番号

区役所・支所のお問い合わせ先

275191_P18_19

24041501山元→041502山元→041601山元→050701山元→051301山元→051401山元→
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※デイサービスや、有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅、ケアハウス、
グループホーム、（看護）小規模多機能型居宅介護は対象外です
※世帯分離していても配偶者の所得が勘案されます。また、預貯金等についても
勘案され、各段階に応じて定められた資産要件以下の金額であることが要件に
なります

※段階の判定時には、遺族年金・障害年金といった非課税年金も勘案されます。

第2段階の方 650万円以下
第3段階①の方 550万円以下
第3段階②の方 500万円以下
40歳～64歳（第2号被保険者）の方 1,000万円以下

【配偶者がいる場合】
左記の金額に対し、
一律に1,000万円を
加算した金額になり
ます。｝

335－7511（代表）

841－4131（代表）東灘区役所

灘区役所

中央区役所

兵庫区役所

北区役所

北神区役所

長田区役所

須磨区役所

北須磨支所

垂水区役所

西区役所

神戸市の介護保険のホームページ
（神戸ケアネット）
https://www.city.kobe.lg.jp/a46210/
kenko/fukushi/carenet/index.html

市外局番は全て「078」です。

843－7001（代表）

511－2111（代表）

593－1111（代表）

981－5377（代表）

579－2311（代表）

731－4341（代表）

708－5151（代表）

940－9501（代表）

保険年金医療課 793－1212
（保険料・被保険者証については）

受付時間：平日8:45~12:00、13:00~17:15

保健福祉課 793－1313
（要介護認定については）

世帯全員が市民税非課税の方や生活保護を受けてお
られる方は、施設入所・ショートステイにかかる食費・居住
費について、申請により負担が軽減されます。

社会福祉法人等が提供する①ホームヘルプサービス、
②デイサービス、③ショートステイ、④特別養護老人ホー
ム等について、一定の要件を満たす場合、申請により、負
担が軽減されます。

所得の低い方の軽減

介護保険施設を利用している方の食費・居住費の軽減

生計困難な方等に対する利用者負担の軽減

<食費•居住費（滞在費）の負担限度額（日額）>（令和6年8月～）

①生活保護等受給の方
②老齢福祉年金受給者で世帯
　全員が市民税非課税の方

300円 0～880円

430～880円

430～1,370円

430～1,370円

390円
施設入所　

ショートステイ利用
600円

650円
施設入所　

ショートステイ利用
1,000円

1,360円
施設入所　

ショートステイ利用
1,300円

1

2

3

3

①

②

世帯全員が市民税非課税で、
本人の年金収入額とその他
の合計所得金額の合計が80
万円以下の方
世帯全員が市民税非課税で、
本人の年金収入額とその他
の合計所得金額の合計が80
万円超120万円以下の方
世帯全員が市民税非課税で、
本人の年金収入額とその他
の合計所得金額の合計が
120万円超の方

対象者 食費 居住費・
滞在費（部屋代）

段
階

区 役 所 電話番号

区役所・支所のお問い合わせ先

275191_P18_19

24041501山元→041502山元→041601山元→050701山元→051301山元→051401山元→
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介護保険
ポケットガイド

2024（令和6）年度

令和6年5月31日発行

高齢者の介護や高齢
者虐待などについて、
相談したい

神戸市総合コールセンター
☎333ー3330

8：00～21：00
（年中無休）

お住まいの各区役所・
北須磨支所 介護医療係
（北神区役所は市民課窓口係）
※電話番号はP19参照

お住まいの各区役所（支所）
保健事業・高齢福祉担当

あんしんすこやかセンター
※電話番号は「神戸ケアネット」をご参照ください

養介護施設従事者等による
高齢者虐待通報専用電話
☎322ー6774

兵庫県国民健康保険団体連合会
（介護サービス苦情相談窓口）
☎332ー5617

神戸市すまいの総合窓口
「すまいるネット」
☎647ー9900 Ⓕ647ー9912

神戸市福祉局監査指導部
（居宅・通所）☎322ー6326 Ⓕ322ー5771
（入所施設）☎322ー6242 Ⓕ322ー5771

神戸市消費生活センター
☎371ー1221

神戸市福祉局介護保険課
☎322ー6228 Ⓕ322ー6049

こうべオレンジダイヤル
☎262ー1717

事故救済制度専用コールセンター
☎0120ー259315

えがおの窓口 または あんしんすこやかセンター
※電話番号は「神戸ケアネット」をご参照ください

介護事業所・施設にお
ける利用者・入所者に
対する虐待について
相談したい

認知症について相談を
したい

認知症事故救済制度
について相談したい

契約トラブルについて
相談したい

上記以外の
お問い合わせ

住宅改修の施工業者の
情報などについて知り
たい

介護サービスの内容
や質に関する相談や
苦情がある

保険証と一緒に
保管してください

もくじ
介護保険のしくみ
保険料
介護保険サービスなどの利用の流れ
介護サービスを利用するときの
相談窓口

介護保険サービスの種類
介護保険サービスの利用者負担
利用者負担の軽減制度
お問い合わせ先

3
5
10

11

12
16
17
19

神戸市

介護保険制度についての相談・お問い合わせ先
内　　容

介護保険制度について
知りたい

要介護認定について
知りたい

要介護認定を受けた
いときや介護サービス
を利用したい

介護保険料や保険証、
減免制度について知り
たい

相談・問い合わせ先 受付時間

じこきゅうさいこうべ

平日
  8：45～12：00
13：00～17：15

平日
8：45～12：00
13：00～17：30

平日
8：45～12：00
13：00～17：30

平日
8：45～12：00
13：00～17：30

平日
9：00～17：00

平日
8：45～17：15

平日
9：00～17：00

10：00～17：00
（水・日曜、
祝日定休）

（電話の受付時間）

年中無休
24時間対応

平日
8：45～12：00
13：00～17：15

市外局番は全て「078」です。

275191_P01_20

24041201山元→041501山元→041601山元→050701山元→051301山元→051401山元→


